
2025年度入学試験問題 205 

T日程・英語外部試験利用入試 1限

科 目 ページ

数学① 2 ~13 

数学② 14~51 

地 理 52~64 

国 語 91~66 

〈注意事項〉

1.試験開始の合図があるまで，問題冊子を開かないこと。

2 解答はすべて解答用紙に記入しなさい。

3
 

・学科によって選択する科目・試験時間が決まっているので注意すること。

下記以外の学部（学科）

文学部（日本文）

文学部（地理）

情報科学部（コンピュータ科・ディジタルメディア）

デザイン工学部
（建築・都市環境デザインエ・システムデザイン）

受験科目

数学①または国語

国語

地理

試験時間

60分

90分

60分

工学専修〕・電気電子工・応用情報工・
・創生科）

数学② 90分

4.科目の選択は．受験しようとする科目の解答用紙を選択した時点で決定となる。

一度選択した科Hの変更は一切認めない。

5.数学②・国語については， ・学科によって解答する問題番号が決まって

いる。問題に指示されている通りに解答すること。指定されていない問題 し

た場合採点の対象としないの ること。

6.数学①②については定規，コンパス，電卓の使用は認めないの

7，マークシート解答方法については，問題冊子を裏返し

なさい。ただし，問題冊子を開かないこと。

8. 問題冊子のページを切り離さないこと c

ること。

を読み

ー



マークシート解答方法についての注意（共通事項）

鉛筆でマークしたものを機械が直接読みとって採点する。し

クすること（万年筆．ボールペン シャープペンシルなどを使用しな

記入上の注意

1 記入例 解答を 3にマークする場合。

(1) 正しいマ クの例

|A|CD:-麟|
(2) 悪いマークの例

|A|m⑦ ・E叶
匡 l 枠外にはみたさない—
|c|m① Rm叶 0でかこまないこと。

I 「数学②」（情報科学部・デザイン工学部・理工学部・生命科学部）
マークシート解答上の注意

「数学②（情報科学部・デザイン工学部・理工学部急生命科学部）」は「数学①（それ以外の学

部）」と異なる科目、 1o 

問題中のア，イ，ウ，．．．のそれぞれには，特に指示がないかぎり，ー（マイナスの符

i号），または0~9までの数が1つずつ入る。当てはまるものを選び，マークシートの解答

I用紙の対応する欄にマークして解答しなさい。
， ただし，分数の形で解答が求められているときには，符号は分子に付け，分母・分子をで

きる限り約分して解答しなさい。

まだ根号を含む形で解答が求められているときに 根号の中に現れる自然数が最小と

なる しなさい。

〔例〕ビ］」コ［：二と

巨 ~14 
たいときに 以下のようにマークしなさい。

ア ● ◎ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ (j) R ◎ 
イ 〇◎ ① ② ● ④ R ◎ ⑦ R ◎ 
ウ 〇◎ ● ② ③ ④ R ◎ ⑦ R ⑨ 
工 o @ O R R●R  R (?) R R 
※ 「数学①」の選択肢には一（マイナスの符号）はありません。
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〔I〕

（数学②）

情報科学部・デザイン工学部・理工学部・生命科学部のいずれかを志望す

る受験生のみ選択できる。

デザイン工学部システムデザイン学科，生命科学部生命機能学科・環境応

用化学科・応用植物科学科のいずれかを志望する受験生は，〔 I)(II〕〔皿〕

〔w〕〔V〕を解答せよ。
情報科学部コンピュータ科学科・ディジタルメディア学科，デザイン工学

部建築学科・都市環境デザイン工学科，理工学部機械工学科機械工学専修・

電気電子工学科・応用情報工学科・経営システム工学科・創生科学科のいず

れかを志望する受験生は，〔I)(II〕〔皿〕〔VI)(VII〕を解答せよ。

iを とする。

(l-21)2十口了＝回＋□iである。
ただし 9 E] 9 E]については，以下のA
を選べ。ここで，同じものを何回選んでもよい。

A群

(-1) (-5) (-9) 

（ り） ⑤ 3 r紐 ⑥ 
1 

3 

⑧ 
15 25 

2 3 

からそれぞれ1つ

③ （ t) 
7 

（〔I〕の問題は次ページに続く。）
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数学②

(2) iを

3次方程式

とする。

炉ー 2炉＋ 5x-10 = 0 

の解は，

X =回 9 回 ・9 □i
である。

ただし9 E］＜日］と
からそれぞれ1つを

B群

回～□については以下の B
ここで同じものを何回選んでもよい。

⑥~  

5

1

 

＿
一

⑥

④

 

1

5

 

①

~

 

② 2 ③ -2 

（〔 I〕の問題は次ページに続く。）
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数学②

(3) 7人の人がいる。

(a) 7人から 3人を選んで，横 l列に並べるときの並び順の総数は［E：三］
である。

(b) 7人から 5人を選ぶときの選び方の総数は［ど三］である。

(c) 7人が， 7人席の丸いテーブルに着席するときの並び方の総数は

言である。

（〔 I〕の問題は次ページに続く。）
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数学②

(4) 9枚のカードがある。それぞれのカードには数字 1または 2のどちらかひ

とつが書かれている。 1が書かれたカードは6枚， 2が書かれたカードは3枚

である。

(a) 9枚のカードすべてを並べて作ることのできる 9桁の整数の個数は

巨である。

(b) 9枚のカードから 4枚を選んで，それらを並べて作ることのできる 4桁の

整数の個数は［乞乞］である。

- 17 -



数学②

〔II〕

平面上に三角形OABがある。
） → ）→  

OA = a, OB= bとおく。
► _,  

a, bは，

9 9 )  

a. b = -5, |a| = 5, |訂＝ば

を満たすとする。

kを実数とする。
►-► -►_, 

u=a+kbはaと直交するとする。

k =回である。

lを実数とする。
9 9 ))  

v=a+lbはbと直交するとする。

l =□である。
（〔II〕の問題は次ページに続く。）
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数学②

辺OAの中点を M とし，辺OBの中点を Nとする。三角形OABの外心を Iと

する。

m を実数とする。

Iは， M を通り OAと直交する直線上にあるから，

↓
U
 ”
 

＋
 

↓

a
 

回
回
＝
 

-OI 

と表される。

nを実数とする。

Iは， Nを通り OBと直交する直線上にあるから，

↓
V
 
n
 

＋
 

↓
b
 

口
回
＝
 

↓
OI 

と表される。

↓
b
 

回
回
＋
 

↓

a
 

口
回＝ 

-OI 

である。

（〔II〕の問題は次ページに続く。）
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数学②

回」日
三角形OABの外接円の半径は である。

巨］

2直線ABとOIの交点を Pとする。

tを実数とする。

正torー（詈);十（冒］了
と表される。

（〔Il〕の問題は次ページに続く。）
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田
回
＝
 
t
 

数学②

である。

。
るあで

↓
b
 ＋

冒

回
口

↓
a
 

回

曰

止

面

＿

一

の

-

O

P

A

P

 

゜

。

形

る

角
ぁ
―
―
―

で
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数学②

〔m〕

xを， 0；；；； xく 2冗を満たす実数とする。

関数f(x)を，

f(x) = (2よ3sin X - 3 cos X) cos (X十冗）一 (sinx + 4 cos x) sin (-x) 

とする。

すべてのxに対して，

cos (x十冗） ＝回， sin (-x)＝ロ

が成り立つ。

ただし9 E] 9 E]については，以下のA群の①～④からそれぞれ 1つを
選べ。ここで，同じものを何回選んでもよい。

A群

① sinx ② -smx ③ cosx ④ -cosx 

（〔m〕の問題は次ページに続く。）
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a, b, cを実数とする。

等式

f(x) = a sin 2 x + b cos 2 x + c 

がxについての恒等式であるとする。

a ＝回—」目ぃ田， e ＝回

である。

kを正の実数とする。三角関数の合成を用いて，

f(x) = K sin (2 x + a) + c 

と表す。ここで，

応＝ a2十が＝□-回」日
である。また， aは，

・巨l 回—」コ
SIna = K,  COSQ'. = K 

を満たす実数（0；；；； aく27[)である。

数学②

（〔皿〕の問題は次ページに続く。）

_ 23 -



数学②

sin a 回 0,cos a 回 0てあるから，心回

ただし 回． 巨］については，以下の B群の①，②からそれぞれ 1つを

--で，同じものを何回選んでもよい。また9 E]については，以下の
c群の

B 

から 1つを

冗

冗
＿

2
3
_
2

く

く
a

a

 

く

く

v

o

冗

群

①

③

c
 

＞ 

冗2
 

冗

く
v

a

 

a

v

 

＜

冗

冗
＿

2
3
_
2

②
 

回□
1 -2 sin冨＝ 回 である。

a＝昌冗である。

（〔rn〕の問題は次ページに続く。）
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数学②

冗 巳三|
f(x)は， 0 ；；；； xく2冗において X = 冗で最大値K+ C 

＇ □'巨□
をとる。

冗 巳三l
ただし く 冗とする。

＇巨巨三 l
ここで’ 

応＝□-回」□＝口（」□-l）2
であるから，

K＋戸」―/fil＋回

である。

-25-



数学②

次の問題〔w〕は，デザイン工学部システムデザイン学科，生命科学部生命機能学

科・環境応用化学科・応用植物科学科のいずれかを志望する受験生のみ解答せよ。

〔w〕

xの3次式で表された， 2つの関数f(x)およびg(x)がある。

座標平面上の，曲線y= f(x)をK, 曲線y= g(x)をLとする。

(1) f(x)に対して次の条件①が成り立つとする。

条件① f(x)は， X = 0およびX = 2において極値をとる。また， Kの，

点（1，t(l))における接線の傾きは 2である。

f(x)の導関数をI'(X）とする。

f(x)が， X= 0およびX = 2において極値をとることから．f'(x)は． 0で

ない実数kを用いて．f'(x)= kx(x -2)と表される。

Kの．点(l.I(l))における接線の傾きが2であるから， k=［乞：］で

ある。

（〔w〕の問題は次ページに続く。）
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数学②

f(x)は，f＇ (X)の原始関数であるから，積分定数を Cとして

f （ x ） ＝ 冒x 3 ＋ 回 + C •••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
と表すことができる。

（〔IV〕の問題は次ページに続く o)

- 27 



数学②

(2) f(x)に対する条件①に加えて，f(x)およびg(x)に対する次の条件②が成

り立つとする。

条件② KとLの共有点の個数は 2であり，その座標は (0, 0)およ

び（3, 0)である。また， Lは点 (-3, 0)を通る。

Kは；点 (0, 0)を通るから，①における Cの値は

い巨l
となる。

a, bを実数とする。

g(x)をx(x-3)で割った商を ax+bとすると， aキ 0であり，余りは

回となる。

Lが点 (-3, 0)を通ることから， b=[I]aである。

（〔w〕の問題は次ページに続く。）
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数学②

(3) f(x)およびg(x)は条件①，条件②に加えて，次の条件③を満たすとす

る。

条件③ Kの，点（3, 0)における接線は， Lの，点（3, 0)における

接線でもある。

匹）＝詈 x(x-3)い回）

である。

（〔w〕の問題は次ページに続く。）
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数学②

(4) f(x)およびg(x)は条件 条件②，条件③を満たすとする。

x<Oのとき，tぃ回叩）である。

O<x<3のとき，f(x)[!] g(x)である。
3<xのとき，f(x)0 g(x)である。

ただし， ビ」～E]については，以下のA
を選べ。ここで，同じものを何回選んでもよい。

A 

① く② ＞ 

0二x二3における，関数IJ(x)-g(x) Iの最大値は，

②からそれぞれ1つ

回

□
である。

((IV〕の問題は次ページに続く。）
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数学②

定積分

131/(x) -g(x)ldx 

゜
の値は，

回
口

である。
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数学②

次の問題〔V〕は，デザイン工学部システムデザイン学科，生命科学部生命機能学

科・環境応用化学科・応用植物科学科のいずれかを志望する受験生のみ解答せよ。

〔V〕

数列 {an}は． al= 1であり，漸化式

an"'" l = 8 "an (1l = 1, 2, 3, "') 

を満たすとする。

a2＝回賣 a3=ロ
である。

ただし9 E]については，以下のA群の①～⑤から 1つを
A群

① 64 ② 128 ③ 256 ④ 512 ⑤ 1024 

（〔V〕の問題は次ページに続く。）
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数学②

数列{b』を，

b,, = Iog2 a,, (n = 1, 2. 3,.. ・) 

で定める。

数列{b』 初項か＝回であり．漸化式

b ” ー b,, +回（n=l,2,3,…)

を満たす。

ただし` 回については，以下の B群の から 1つを

B群

n ¥£! n+l ③ n2 n(n + 1) 

⑤ 8" 2” 3n ⑧ 8 

⑨ 8n 

（〔V〕の問題は次ペ に続く。）
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数学②

数列{b』の一般項は

m
 

x
 

田
回
＝
 

”・
 b
 

である。

ただし 9 E]については，以下の C群の①～⑧から 1つを選べ。
c群

① n 

⑤ (n2 -1) 

② 2n 

⑥ n(n-1) 

③ (n -1)2 

⑦ n(n+l) 

④ n2 

⑧ (n + 1)2 

（〔V〕の問題は次ページに続く。）
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数学②

数列{Cl/}を， an+1を底とする対数を用いて

Cn = log虹12 (n = 1, 2, 3,.. ・) 

で定める。

ぃ回，ぃ回

である。

ただし9 E] 9 E]については，以下の D群の①～⑨からそれぞれ 1つを
選べ。ここで，同じものを何回選んでもよい。

D群

l
-
9

ー＿
4

①

⑥

 

2

ー＿
8

②

⑦

 

③ 3 

⑧ 8 

ー＿
2

，

④

⑨

 

l
-
3
 

⑤
 

（〔V〕の問題は次ページに続く。）
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数学②

数列{C』の一般項は

回x
 

回
田
＝
 ”
 

c
 

である。

ただし9 E]については，以下の E群の①～⑧から 1つを選べ。
E群

① n2 

⑤ 
1 
n + 1 

n

2

 

l
-
2

ー＿
n

②

⑥

 

③ n(n -1) 

⑦ 
1 
n(n+l) 

④ n(n+l) 

⑧ 
1 
(n + 1)2 

（〔V〕の問題は次ページに続く。）
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数学②

数列{C,,}の，初項 c]から第 n項Cl!までの和をふとおく。

回
回
x
 

回
回
＝
 ”
 
s
 

である。

ただし 回 9 回については，以下の F群の①～⑧からそれぞれ lつを

、aa ミ
足へ。

F群

① l 

⑤ n 

3

1

 

-

+

 

n

n

 

②

⑥

 

2

2

 

-

+

 

”~”~ 
③

⑦

 

1

3

 

-

+

 

””~ 
④

⑧

 

不等式

ー

Cn+I + Cn+2 + Cn+3 
> 77 

が成り立つ最小の正の整数nは［：乞］である。
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数学②

次の問題〔VI〕は，情報科学部コンピュータ科学科・ディジタルメディア学科，デザ

イン工学部建築学科・都市環境デザイン工学科，理工学部機械工学科機械工学専修・

電気電子工学科・応用情報工学科・経営システム工学科・創生科学科のいずれかを志

望する受験生のみ解答せよ。

〔VI〕

xを正の実数とする。

関数p(x)とq(x)をそれぞれ

p (x) 
’
 

l-Lyx 
q(.x) = 6x + 11 

とする。

q(x)の最小値はE]である。
p(x)とq(x)の合成関数を考える。関数f(x)とg(x)をそれぞれ

f(x) =p(q(x)) (x>O) 

g(x)=q(p(x)) (x>O) 

とする。

（〔＼1〕の問題は次ページに続く。）
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数学②

(1) 合成関数g(x)は

詞＝m 
である。

た し` □については，以下のA群の①～⑧から 1つを選べ。
A 

1 
l 

X 
X 

X 6ふ＋ 11 上＿ 6+ 11 
●＇9） • X 

1 6ふ+ 11 
X X 6x + 11 

x→ののときのg(x)

lim g(x) "" 回
X OO 

である。

ただし， 回については以下の B群の（⑰～⑨から 1つを

B群

⑥ 

゜
1 

｀ 
11 6 

④以1 ⑤ 11 -6 ＼ 

6 

⑧ - 00 ⑨ OO 

（〔VI〕の問題は次ペー く。）
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数学②

(2) 合成関数f(x)の導関数をf'(x)とする。

f'(x) =ー（X-回） （x2 -6x + 11)ロ

である。

ただし9 E]については，以下の C群の①～⑨から 1つを選べ。
c群

① ② 
1 
③ 
3 5 

⑤ -l ④ ---
2 2 2 

⑥―3 - ⑦―5 - ⑧―1 - ⑨ 
2 

2 2 3 3 

1 
2 

（〔VI〕の問題は次ページに続く。）
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数学②

x>Oにおいて，f(回）は，f(x)の回

ただし9 E]については以下の D
D群

① 極小値であり，最小値でもある

から 1つを

②

③

④

 

るが最小値ではない

り最大値でもある

るが最大値ではない

はない

（〔V]〕の問題は次ページに続く。）
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数学②

f(x)の第2次導関数をf"(x)とする。

f" (x) = 2 (Xーロ）（x-回）（炉ー 6x+ 11)E] 

となる。

ただし， ビ］＜回とする。また9 E]については， 40ページの C群
の①～⑨から 1つを選べ。

（〔VI〕の問題は次ページに続く。）
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数学②

座標平面上の曲線y=f(x)(x>O)をCとする。

f(x)の増減と， Cの凹凸は次のようになる。

•O<x ＜ビ］において回てある。
・[!]<x<回において9 回てある。

・回＜xにおいて回てある。

ただし9 E]~ E]については，以下の E群の①～⑥からそれぞれ 1つ
を選べ。ここで，同じものを何回選んでもよい。

E群

① f(x)はつねに減少し， Cは上に凸

② f(x)はつねに減少し， Cは下に凸

③ f(x)はつねに増加し， Cは上に凸

④ f(x)はつねに増加し， Cは下に凸

⑤ f(x)は増加したのち減少し， Cは上に凸

⑥ f(x)は減少したのち増加し， Cは下に凸

（〔VI〕の問題は次ページに続く。）
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数学②

(3) 定積分［を

I= 14  (x -3)/(x) dx 
3 

とする。

t = q(x)とおいて，積分変数を xからtに変えると，

となる。

I = f□ 1ソIdt 
E] 

ただし9 E]については，以下の F群の①～⑨から 1つを
F群

① t 

“ 
1 ④上
t 

“ R 
2 

t 2 1 

2 t ⑨ 2t 

（〔VI〕の問題は次ぺ

- 44 -

ジに続く。）



数学②

Iの値は，

I=ロ-口
である。
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数学②

次の問題〔VII〕は，情報科学部コンピュータ科学科・ディジタルメディア学科，デザ

イン工学部建築学科・都市環境デザイン工学科，理工学部機械工学科機械工学専修・

電気電子工学科・応用情報工学科・経営システム工学科・創生科学科のいずれかを志

望する受験生のみ解答せよ。

〔VII〕

eを自然対数の底とする。

座標平面上を運動する点 P(x,y)があり， X, yが時刻tの関数として，

x = e21 cos t, y = e21 sin t 

で与えられているとする。

t = 0のとき， Pの座標は(E]E])である。

（〔VlI〕の問題は次ページに続く。）
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数学②

X, yの導関数をそれぞれ麿．麿とする。

心
＿
d
t
(@] X回＋巨］）

齋＝(~ X巨］＋回） e2t

であるc

ただし回．日．巨l9 回については，以下の A群の

らそれぞれ1つを

A群

ーこで同じものを何回選んでもよい。

か

sin t 

(-sin t) 

cost 

(-cost) 

③tan t 

(-tant) 

t = 0のとき， P さは／E]である。

（〔V11〕の問題は次ページに続く o)
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数学②

B 

麿＝ 0を満たす実数tが， 0 < t＜冗の範囲にただ 1つだけある。
dx 

O<t＜冗において 一＝ 0を満たすtの値を aとおく
'dt 

taffa =回である。

ただし， 巳」については，以下のB群の から 1つを

巳） 1 ⑨ 

゜
① 1 ② 2 3 

1 
⑥ -2 -3 ⑧ 

1 
⑨ 
1 

3 2 3 

少＝ 0を満たす実数tが， 0 < tく冗の範囲にただ1つだけある。
dt 

0 < t ＜冗において #.-= 0を満たすtの値を 0とおく。
'dt 

a 回 Bである。

ただし 巨］については以下の C群の①，②から 1つを

c群

① < ⑤ > 

1 
2 

((VlI〕の問題は次ページに続く。）
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a, /3のうち，小さい方を 1nとし大きい方を nとする。

Pの描く曲線の概形を考える。

• O<t<mにおいて，tの値が増加したとき 9 E]する。
•m< t <n において，tの値が増加したとき 9 E]する。
•n< t <rr において，tの値が増加したとき， 巨汀する。

数学②

ただし9 回～回については，以下の D群の①～④からそれぞれ 1つを

選べ。ここで，同じものを何回選んでもよい。

D群

X, yのそれぞれの値はともにつねに増加

xの値はつねに増加し，yの値はつねに減少

③ xの値はつねに減少し，yの値はつねに増加

X, yのそれぞれの値はともにつねに減少

（〔VlI〕の問題は次ページに続く C)
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数学②

1 
O<t<1Cにおいて， Pの描く曲線の接線の傾きが一―ーとなるのは

3 

t =回のときである。

ただし9 E]については，以下の E群の0～⑨から 1つを選べ。
E群

o _!!_ ⑥ -冗- ①―冗- ② -冗_ 3 ④―冗-③—一冗
8 6 4 3 8 2 

5 
⑥ 
2 3 

⑧ 
5 7 

⑤—冗 3 冗 ⑦ -7[  6 冗 ⑨ -7[  8 4 8 

（〔Vl1〕の問題は次ページに続く。）
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Pが時刻t= 0からt=冗までに動く道のりは，

であるっ

□(eロロ回）
回

51 

数学②

（以


